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研究成果の概要（和文）：カナダ文学の旗手であるマーガレット・アトウッドの作品世界を、長編小説、短編小説、詩
、カナダの文学思潮の4つの側面から解明した。研究代表者は長編小説を担当し、分担者の中島恵子は短編小説を中心
に研究を進め、それぞれ、博士論文をまとめた。研究分担者の西村美保は、アトウッド文学におけるイギリスの影響、
とくにヴィクトリアニズムの展開についてまとめた。研究分担者の、ミシェル・ルールはアトウッドの詩および子ども
向けの本の関係について考察した。３冊の書籍、３冊の翻訳書、７編の論文を出版し、学会発表を８回行った。

研究成果の概要（英文）：Margaret Atwood is one of the most prominent Canadian authors. The purpose of 
this research is to clarify characteristics of her literary world by analyzing long novels, short 
stories, poetry, and social trends which have influenced her work. Matsuda wrote essays about her long 
novels; Nakashima, about short stories; Nishimura, poetry; and Ruhl, social trends. As a result of our 
research, we wrote two doctoral theses, three publications as a book, three translations, seven essays in 
journals of literary societies, and gave eight presentations in conventions.

研究分野：英語圏文学
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１． 研究開始当初の背景 
マーガレット・アトウッド(Margaret Atwood, 
1939- )は、カナダ国内のみならずヨーロッ
パなどでも数々の文学賞を受賞し、これまで
詩集を含めて 60 冊以上の本を出版している
現代カナダを代表する作家の一人である。近
年、アトウッドの作品の日本語への翻訳は進
んできているが、日本での研究論文の発表は
充分ではなく、アトウッド文学研究は緒につ
いたばかりであるといえる。 
 
２．研究の目的 
詩、小説、評論、児童書など広範囲なジャン
ルで作品を発表し、長年にわたり広大な文学
世界を築き上げてきたアトウッド文学のテ
ーマや技法を明らかにし、その特色の解明を
研究の目的とする。 
 
３．研究の方法 
アトウッドの作品を長編小説、短編小説、詩
と子供のための文学、影響を与えた文学思潮
に分け、共同研究者４名で分担し、調査研究
を行う。トロント大学を中心に、カナダ文学
研究者と連携を深め、さらに作家自身にイン
タビューを行い、問題意識を深化させ、疑問
点を明らかにする。研究を論文、著書、翻訳
書の形にまとめ発表し、さらに、学会発表を
行う。 
 
４．研究成果 
2011 年、研究代表者と共同研究者 4名の合同
の研究会を開き、次年度の在学研究の準備の
ための話し合いを行った。周到な準備を重ね
た上で、2012 年、研究チーム全員が参加した
カナダへの在外研究は研究の重要な出発点
となった。トロント在住のアトウッド氏自身
にインタビューする機会を得て、それぞれの
担当分野で多くの示唆に富む助言を受け、研
究基盤を強化することができたからである。
さらに、トロント大学のカナダ文学教授、ジ
ョン・オコーナー氏、ロバート・マックギル
氏、メルバ・カーディキーン氏、ニック・マ
ウント氏とのインタビューを行い、カナダ文
学およびアトウッドの文学について、意見交
換と交流を行い、貴重なコメントをいただい
た。 
また、トロント大学付属の Thomas Fisher 
Rare Book Library におけるアトウッドコレ
クション『アトウッド・ペーパーズ』を調査
し、作品のマニュスクリプト、著者のイラス
トレーション、その他の資料を閲覧した。ト
ロント大学のメディア・ライブラリーでは、
『またの名をグレイス』のテレビ用ドラマや、
アトウッドについてのドキュメンタリー映
画を視聴し、作品理解をさらに深めた。アト
ウッドの小説の舞台となっているトロント
の名所や博物館、大学の施設などを見学し、
アトウッド文学のバックグラウンドについ
て、見聞を広めた。その成果を持ち帰り、カ
ナダ的文学性の確立とその特性、地球環境保

護、文明の未来へのグローバルヴィジョンと
いったテーマと関連させながら、それぞれの
領域の研究の広がりと深化を目指し、研鑽を
重ねた。 
研究代表者は、アトウッドの難解な長編小
説のなかで、『キャッツ・アイ』『またの名を
グレイス』『昏き眼の暗殺者』『侍女の物語』
『オリクスとクレイク』を代表作として選び、
さらに評論集『負債と報い―豊かさの影』を
加え、カナダの文化的自立というローカルな
課題から出発し、現代世界が直面している難
問―環境問題へとテーマを広げて行った作
家の軌跡をたどった。その成果として、『マ
ーガレット・アトウッドの軌跡―カナダの文
化的自立からグローバルな環境問題へ』とい
う論文を長崎大学に提出し、2013 年 9月博士
号(学術)を取得することができた。 
 ショートフィクションを主軸にアトウッ
ド文学を担当した研究分担者の中島恵子は、
ポストモダンなメタフィクション分析にお
いて、特に、これまで研究してきたヴァージ
ニア・ウルフの作品と比較検討することによ
り、博士論文『ヴァージニア・ウルフとマー
ガレット・アトウッドの創造空間―フィクシ
ョンの構造と語りの技法』をまとめ、学位（神
戸大学：博士、学術。2014 年３月）を取得し
た。 
以上のことから、この研究の成果としてま
ず第一に挙げられるのは、アトウッドの長編
小説の分析を通じて、カナダ文学の台頭とと
もに作家活動を展開したアトウッドのカナ
ダ的特徴を明らかにすることができたこと
である。『キャッツ・アイ』『昏き眼の暗殺者』
『またの名をグレイス』では、カナダの歴史
的、文化的、経済的な発展が描かれているこ
とを分析した。ハーバード大学の大学院で、
ヴィクトリア朝文学とアメリカ文学を専攻
したアトウッドは、卒業後この分野について
ジョージ・ウィリアムズ大学で教鞭を取った
経歴を持つ。そのような作家の知識と教養が
十分に生かされたといえる 19 世紀を舞台に
した『またの名をグレイス』の作品分析にお
いて、ヴィクトリアニズムの植民地カナダへ
の影響を跡付け、その伝播について理解を深
めることができた。『侍女の物語』では、ア
メリカ文学への造詣の深さがその価値を不
動のものにしていることを跡付けた。 
第二には、カナダという国の文化のローカ
ルな特色を描いた後、アトウッドは遺伝子操
作や環境問題という現代文明の抱えるグロ
ーバルな難問に取り組んだが、そのアプロー
チを明らかにすることができたことである。 
森林昆虫学者であった父親に連れられて、
幼少期はカナダ北部の自然の中で過ごすと
いう作家の特異な経験から生まれた、地球環
境の保護に対する切実な思いが、後期の作品
に結実している。自己の実験と観察をもとに、
殺虫剤の害を説いた父親のカールは、レイチ
ェル・カーソンと同様に、環境保護を唱える
パイオニアの一人であった。科学者としての



父親の視点は、『オリクスとクレイク』など
の「マッドアダム三部作」や、評論集『負債
と報い』に大きな影響を及ぼしている。そし
て、グローバルなヴィジョンを提示すること
で、アトウッドは自らの文学を人類のサバイ
バルにとってかけがえのない物語群として
結実させている。 
さらに、短編小説の分析を通して、作品の
小宇宙で展開する、人類や野生生物また地球
外生物などあらゆる生命体が織りなすプロ
ットが、現在私たちが直面している地球の環
境問題、過去から現代へとつながる人類の創
造力とファンタジーへと密接に結びついて
いる点に着目し考察することができた。 
結論として、この基盤研究によって、マー
ガレット・アトウッドの広大な文学世界にい
ささかでも迫ることができ、その解明を目的
として始めた研究の成果を上げることがで
きたと言える。 
研究期間中の図書の出版は 3点、翻訳書出
版 3 点、論文の出版は 7 点で、学会発表は 8
回行った。 
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